







































































































































































 上述した解釈上の問題のほかにも、本論文には残された課題がある。  
 第一の課題は、他者愛の内容を、隣人愛だけではなく、神への愛まで拡大した考察 
を行うことである。人間同士の愛に対象を絞った考察は、広く哲学的関心をひくもの
であるが、中世の愛概念の核にあるのはむしろ神への愛であると言えよう。「他者」
の及ぶ範囲を「人間」から「神」へと拡大したとき、本論文で結論づけられたような
自己愛と他者愛の関係は果たしてあてはまるのか、という問題の探求が望まれる。  
 第二の課題は、トマス以外の思想家の愛概念との比較によって、トマスの愛概念の
独創性を明らかにすることである。論者は、トマス以外にはアルベルトゥス・マグヌ
スの愛の概念を部分的に考察している。また、トマスの愛概念の形成にあたっては、
アリストテレスや擬ディオニュシオス以外の影響もあることを先行研究によって指摘
している。しかし、アウグスティヌス、ベルナールやサン＝ヴィクトル学派等の十二
世紀の愛概念の影響について具体的な考察はなされていない。また、トマスと同時代
のボナヴェントゥラらフランシスコ会士の愛概念との比較はなされていない。研究対
象を拡散することなく、トマスに焦点をあてて、トマスのテキストから読みとられ
る、トマスの愛についての思索を明らかにしようという論者の着実な姿勢は好感をも
てるものであるが、今後、本研究を土台とした研究の進展が望まれる。 
 以上、審査したところにより、本論文は博士（文学）の学位論文として価値あるも
のと認められる。令和元年九月三十日、調査委員三名が論文内容とそれに関連した事
柄について口頭試問を行った結果、合格と認めた。 
 なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表
に際しては、当分の間、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすること
を認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
